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〈View〉

世界最大規模のロボット見本市「2023年国際

ロボット展」が 2023 年 11 月 29 日 ~12 月 1

日まで開催された。開催は 2年ごとで、今回で

25回目。今回の開催テーマは「ロボティクスが

もたらす持続可能な社会」。出展企業・団体は

654 社・団体で過去最大規模。また今回は海外

からの出展者数も延び、18カ国から 121 社と

過去最大となっている。

実際の製造ラインで産業ロボット・協働ロボッ

トが働く様子を模したブースや自動化ラインなど

は多くの人を集めた。塑性加工関連では摩擦拡販

接合や溶接工程でのロボット活用事例が多く見ら

れた。協働ロボットの活用が進む中、柵などを使

用せずより安全に使用するためのアプリケーショ

ンやアイデアなども多く展示された。

2023 国際ロボット展
世界最大規模の 
ロボット専門展に見る、 
産業用ロボットの進化

㈱不二越はアルミ用スポット溶接セルを展示。可搬重量
300kg のスポット溶接ロボット、制御装置、高速通信機
能をもつ溶接タイマ、サーボチップドレッサを接続し、熱
膨張時の溶接加圧制御、冷却時凝固時の鍛造加圧制御、電
極チップの研磨・交換の自動化を実現する。ロボットハン
ドには大電流・高加圧力が必要なアルミスポット溶接に対
応した最大電流 50,000A、最大加圧力 1.2kN、重量
200kg の C 型サーボガンが搭載されている。

㈱安川電機はアルミの高品質溶接を実現する新型サーボ
トーチを搭載したアーク溶接ロボットと溶接サンプルを展
示。新型サーボトーチは、スパッタを極限まで低減する同
社独自の技術「EAGL 工法」の適用範囲を拡大し、従来サー
ボトーチと比較して溶接時の電圧・電流・ワイヤの送りを
さらに高速・高精度で制御する。これによりアルミ溶接に
おいて鱗目が明瞭で幅の均一な溶接ビードの形成を可能に
した。


